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　 ■　教育相談状況　■
 （延べ人数、上段：令和６、中段：令和５、下段：令和４）

月

0 2 36

19 0 24 43

39 0 28 67

　あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。
　年始のテレビ番組や新聞記事には、当然のことながら、今年１年を占うものが散見されまし
た。さらには日本の近未来に言及するものもありましたが、その底流には著しい少子化・人口
減少への危機感があったように思われます。それ故、子どもたちは、この国にとって、一人ひと
りがかけがえのない存在であること、大切に慈しまれなければならないこと、そして自立に向け
てしっかりと支援しなければならないことに改めて思い至りました。
　今月号では僭越ながら１冊の本を紹介したいと思います。

来所相談 出張相談 電話相談 合計

１１月

25

※今年度はＳＶ相談が増えています。新しく着任なさった小縣ＳＶの親身な支援によるものと思われま
す。

16 0 5 21

26 0 18 44

１２月

0 9 34

34

○『「叱らない」が子どもを苦しめる』

藪下遊 髙坂康雅 著 ちくまプリマー書房 2024刊

著者のお一人である藪下先生は、数多くの学校での臨床経験がおあ

りで、類い希な慧眼をお持ちの臨床心理士です。石川県内の高校でも、

子どもや保護者の支援を実際に担当してくださっています。不登校の

有り様、そしてその支援の在り方も時代の変遷を経ており、アップデート

の必要性があることを述べられた上で、現在直面している課題意識の

ひとつとして、「世界」から押し返される経験の減少が「思い通りでないと

耐えられない」心を生むと警鐘を鳴らしていらっしゃいます。現場の先

生方にもお勧めの１冊です。



やすらぎ小松教室では、高校生の皆さんの悩みについての相談を、在籍する高校と課

題を共有し、連携をとりながら解決に近づくためのものと一義的に考えています。ただし、

相談内容や相談そのものについて「学校には知られたくない」という場合には、その意に

沿って対応いたします。

当教室の個別相談会におけるカウンセリングの内容についても、学校での適切な指導

の一助とするために、相談者の了解の下で差し障りのない範囲で学校にお知らせしてい

ます。

『やすらぎ小松教室』

ちょっと学校を離れゆっくりと心と体を休めませんか

一人で自分を見つめてみませんか

ときには仲間と語り合いませんか

自分のできることを見つけませんか

■ ＳＶ（スーパーバイザー）個別相談会 ■
要予約 臨床心理士 公認心理師 小縣ゆかり先生による相談会

１月… ８日、１５日、２２日、２９日

２月… ５日、１２日、１９日、２６日

３月… ５日、１２日、１９日

※原則として水曜日の午前中に実施しています。

■ ＳC（スクールカウンセラー）個別相談会 ■
要予約 公認心理師 西崎伸子先生による相談会

１月… ２０日 ２月… ３日 ３月… ３日

※原則として、月に１回、月曜日の午前中に実施しています。

■ ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）個別相談会 ■
ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）個別相談会は、「児童生徒の取り巻く環境」に注目して、問題

の解決を図ることを目的としています。本教室に派遣されるＳＳＷは、社会福祉士で、心の問題が生

徒を取り巻く環境の影響によるものであったり、またその環境が生徒の高校生活そのものに支障を

生じさせる場合に、悩みを聞きます。さらに、行政・関係機関などと連携し、時には既存の制度を活

用して、生徒を取り巻く環境に対する問題解決に努めるものです。

要予約 社会福祉士 精神福祉士 桑原千恵 先生による相談会

１月… １４日、２８日 ２月… １８日 ３月… １１日

※原則として、月１回、火曜日の午前に実施しています。


